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明けまして おめでとうございます 

めでたいという祝詞もはばかられる経済･社会情勢ですが、2010 年が、希望

のある日本・大山町になるよう日本共産党・同大山町委員会は、真に国民･町民が

主人公の社会をめざして、今年もがんばります。 そのために、みなさんと共に

政治をさらに前へと進めていきます。本年もよろしくお願いします。 

 

 

①国保税の引き下げは可能 6月議会に続いて 
 “国保税は高い。引き下げて欲しい。”の声

は切実。1億円以上もの繰越金があるのは、取

り過ぎだからだ。余ったら返すのが当然。基金

も3億8千万円もある。引き下げは可能である。 
 国保税が高い元凶は、国庫支出金が 1／2 か

ら 1／3 に減ったことにある。元に戻すよう国

へ働きかけを。 
町長：引き下げない。働きかけると明言せず。 

②小規模作業所の存続を 

 小規模作業所｢ほっとサロン｣は、｢障害者自

立支援法｣に基づき新事業体系への移行をめざ

しているが、物理的条件で移行手続きに困難性

がある。町として、必要な支援を。 
町長：必要な支援は可能な限りする。 

③全国学力テストへは不参加を 
 テスト結果の序列化などによって反教育的

な様々な弊害が生まれている。3年間の実施に

よって必要なデータは得られた。継続する意義

はない。〝一斉〟から〝抽出〟になった今、町

教委として参加すべきではない。 
教育委員長：参加したい。 

各常任委員会で審査された結果、下記の陳情は不採択

でした。しかし、町民の目線に立てば、どれも切実な

陳情です。大森議員は、本会議でそれぞれに賛成討論

をし、採択を求めました。 
★ 島根原子力発電所の早急な耐震補強対策

と原子力に依存しないエネルギー政策の

転換を求める陳情 

★ 後期高齢者医療制度の即時廃止に関する

陳情 

★ 消費税によらない最低保障年金制度の創

設を求める陳情 

★ 2010 年度年金の減額改定を行わないこと

を求める陳情      

 
本会議で採決の結果、 
いずれも賛成は大森 
議員のみで、各常任 
委員会の提案どおり 
不採択となりました。 

国保税が高い･･･その根本原因は 

それは、国の予算削減にあり。1984年の国保法改悪に始まる。 
国保加入者負担           単位 ％ 

窓口負担30 国保税22.2 国庫支出金49.8 

   

窓口負担30 国保税43.9 国庫支出金27.1 

 
小規模作業所｢ほっとサロン｣とは 

・主に精神障がいのある方々の自立や就労に向けての社会参加を支

援する作業所 
・場所…保健福祉センターだいせんの一室 
・旧名和町の支援により、平成16年に｢家族会｣が立ち上げる 
・｢障害者自立支援法｣の下で新事業体系（法人に移行か他の作業所

と合併か）に2011年度3月までに移行することが迫られている 
 
後期高齢者医療制度の廃止について 

・75才という年令で差別する世界でも類例のない医療制度 
・2年ごとに保険料が見直され、今年4月には約14％の引き上げ（平

均8500円の引上げ)と試算されている。 
・最初から問題点が多く、民主党も廃止を公約。が、混乱が起きる

との理由で4年後廃止を言う。しかし、存続する程、害悪は広がる。 

1984年 

2006年 

「明るい大山」へのカンパをお寄

せいただけましたら、喜びます。 

 


